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【主な研究成果】
　本研究では、室温での延性が高いTi-Zr合金について、機能性の向上に寄与することが期待されるα相とβ相による微細なラメラー組織の形成機構について解明を行うものである。今年度の成果としては、まず手法の開発として、相変態温度より十分に高い約700℃において安定した像観察およびEBSD測定が可能な試料・観察条件を確立した。これにより、変態挙動をその場で方位情報とともに評価できる実験基盤を構築した。その結果、α単相となるように熱処理を施し作製したTi-Zr合金について、SEM内その場加熱観察を実施し、同一領域における相変態挙動を観察することに成功した。特に、数度の加熱実験によりこれまでは加熱前の表面起伏がその後の組織変化に影響することが見出されたため、研磨手法を改善することで平滑鏡面を作製することが有用であることがわかった。さらにその場EBSD解析により、二相に方位関係があることが示唆された。

【今後の展望】
初期組織についてα＋β混相あるいはβ単相組織などを作製することで、相変態挙動への影響を調査する。加えて、FIBにより薄膜試料を作製し、TEM内その場加熱観察へ展開する。ナノスケールでの核生成位置、相界面移動挙動、粒界近傍での変態挙動を直接観察することで、SEMスケール観察結果と統合し、多階層的に変態機構を解明する。

【具体的な成果】
　●学会発表　Ti-35Zr合金における徐冷処理による変調組織形成	
　　　　　　　　　白石貴久, 木口賢紀, 嶋田雄介, 飯久保智
第149回秋期大会　2025/11/8@横浜国立大学
。
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